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2026年５月７日  

 

各  位 
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 （コード番号 6573 グロース） 
代表者名 代表取締役社長 藤原 宏樹 
問合せ先 総務人事部 IRチーム 

 （ir@cravia.jp） 
  

 

株式会社ノリコンガンJapanとの独占的販売代理店契約（総販売代理店契約）の締結に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社ノリコンガン Japan（東京都台東区、代表取締役：金 周賢、栗原 

壽、以下「ノリコンガン Japan 社」といいます。）との間で、K-POP トレーディングカード等のフォトカード商品「POCA 

i」および専用自動販売機の日本国内における独占的販売代理店契約（以下、「本契約」といいます。）を締結すること

を決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 
１． 契約締結の理由 
当社は、「世界中の『好き』を加速する」をミッションに、2007 年の創業以来、日本におけるアンバサダーマーケテ

ィングのパイオニアとして、数多くのナショナルクライアントのファンコミュニティ活性化を支援してまいりました。 

近年では、これまでに培ってきたマーケティング知見を基盤に、IP・EC・リアルリテール・エンターテインメント領

域へと事業領域を拡張し、収益の多層化および中長期的な成長基盤の構築を推進しております。 

 

近年、K-POP 市場はグローバルで高い成長を続けており、特にファンダムを基盤とした物販・体験型コンテンツ市場

は拡大傾向にあります。 

ノリコンガン Japan 社は、韓国のセルフフォト・トレーディングカード文化を日本へ展開する企業であり韓国の

NORISPACE社の先進技術を基盤に、K-POP特化型トレーディングカードサービス「POCA i」および専用筐体「Noricon」を

展開しております。 

「POCA i」は、従来アーティストのアルバムに封入される形で流通していたフォトカードを、1 枚単位で入手可能と

する新たな流通モデルを構築したサービスです。運営が確保した 100％正規品カードを提供することで、偽造品リスク

の回避と利便性向上を実現するとともに、ファンの購買体験を大きく変革するものです。 

 

さらに、独自筐体「Noricon」を活用することで、スマートフォン内の写真を高品質なプラスチック製カードとして

その場で生成する機能を備えており、購入のみならず“創る”体験を提供する点においても高い評価を得ております。 
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POCA iは、韓国国内においてロッテ百貨店釜山本店、済州市庁店、LINE FRIENDS明洞店等を含む24カ所に297台を展

開しており、観光地および商業施設における安定的な収益モデルを確立しております。 

また、日本国内においても、原宿竹下通り、TSUTAYA柏店、ららぽーと立川立飛等、Z世代を中心とした集客力の高い

エリアにおいて10カ所・125台の導入実績を有しております。 

当社は、これらの既存実績を基盤として、日本国内における展開加速および設置拡大を図ってまいります。 

 

当社は、エンターテインメント領域における新たな価値創造を目指すなかで、2026年２月 26日付「第11回新株予約

権の取得及び消却、第三者割当による新株式及び第 14・15 回新株予約権の発行、定款の一部変更、並びに主要株主で

ある筆頭株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」（以下、「２月 26日付開示」といいます。）にて公表した

第三者割当増資のうち、第15回新株予約権の割当先であるKJ Equity Partners Co.,Ltd.を通じて、韓国のノリコンガン

社の紹介を受け、同社と複数回の協議を重ねてまいりました。 

その結果、韓国において高い人気と実績を有する「POCA i」サービスの日本展開について、ノリコンガン Japan 社と

の間で総販売代理店契約を締結することで合意に至りました。 

本契約により、当社は日本国内における総代理店として、K-POP ファンを中心とした層に向けて新たな購買体験を提

供するとともに、エンターテインメント領域における新たな収益基盤の構築を図ってまいります。 

 

 
２． 契約締結及び業務の内容 

本契約は、当社がノリコンガン Japan 社から、K-POP トレーディングカードその他のフォトカード商品（以下「本商

品」といいます。）および本商品販売用の自動販売機（以下「本機器」といいます。）について、日本国内における独

占的かつ排他的な販売代理権（総販売代理権）の付与を受けるものです。 

これにより、当社は、日本国内において本商品および本機器の輸入、仕入、卸売、販売、広告宣伝等を独占的に行

うことが可能となります。 

本契約においては、初年度となる 2026 年 12 月 31 日までに本機器 500 台を仕入れることが定められています。当社

は、本契約に基づき「POCA i」総販売代理店として、アミューズメント施設、映画館及び大型商業施設等を中心に本機

器の導入を推進し、上記の初年度において500台の本機器導入を目標として営業活動を展開してまいります。 

 

また、本事業においては以下の収益機会を見込んでおります。 

・本機器の販売・設置に係る収益 

・フォトカード販売による継続的収益 

・卸売およびフランチャイズ展開による収益拡大 

さらに今後は、K-POPアイドルグループに加え、韓国俳優・女優、日本国内アーティスト等とのIP提携を推進し、コ

ンテンツラインナップの拡充を図ってまいります。 

これにより、「POCA i」を国内外の多様なエンターテインメント IPを取り扱うプラットフォームへと進化させ、ユー

ザー層の拡大および収益機会の最大化を目指してまいります。 
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なお、本契約により推進する業務における初期投資額は、本機器等の仕入代金として上記初年度目標のうち 300台分

に相当する約 30 百万円を見込んでおり、上記投資額の原資については、2026 年２月３日付「(開示事項の経過)暗号資

産(ビットコイン)売却及び暗号資産売却損の計上に関するお知らせ」（以下、「２月３日付開示」といいます。）、2026年

２月 20 日付「（訂正）「(開示事項の経過)暗号資産(ビットコイン)売却及び暗号資産売却損の計上に関するお知らせ」

の一部訂正について」（以下、「２月 20 日付開示」といいます。）及び「２月 26 日付開示」にて公表しましたビットコ

イン売却で得た資金より、これを充当いたします。 

同資金につきましては、上記「２月３日付開示」及び「２月 20 日付開示」に記載のとおり、ビットコインの売却に

より確保した54百万円は、当初「M&A及び新規事業投資に充当する予定」としておりましたが、当社は 2028 年 12 月

期まで赤字継続の計画となっており、少しでも長く運転資金を確保する必要があることから、ビットコイン売却で得た

54 百万円について運転資金に充当する方針に変更しております。今回はこの運転資金を仕入代金に充当いたします。 

また初年度における残り 200台分の仕入代金については、「２月 26日付開示」にて公表した第三者割当増資により取

得した運転資金を充当する予定です。 

なお、本契約の契約期間は契約締結日である 2026 年５月７日から３年間で、満了の３ヶ月前までに更新拒絶の意思

表示がない場合２年間延長され、その後は1年単位で自動延長されることが定められています。 

 

 
３． 契約締結の相手先の概要 
（１）名 称 株式会社ノリコンガンJapan 

（２）所在地 東京都台東区清川１-１-10 松井荘105号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 金 周賢、栗原 壽 

（４）事 業 内 容 写真撮影及び写真撮影機運営 

（５）資本金 10百万円 

（６）設立年月日 2024年７月９日 

（７）大株主及び持株比率 金 周賢(50%)、金 旼奎(50%) 

（８）
上 場 会 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資  本  関  係 該当事項はありません。 

人  的  関  係 該当事項はありません。 

取  引  関  係 該当事項はありません。 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態(単位  千円) 

決算期 2025年5月期   

純資産 △36,569   

総資産 61,578   

１株当たり純資産(円) △36   

売上高 47,131   

営業利益 △48,161   

当期純利益 △46,569   
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１株当たり当期純利益

(円) 
△46.6 

 
 

１株当たり配当金(円) 0.00   

※2024年７月設立のため、直近1年分の実績を掲載しております。 

 
４． 日程 
(１) 取締役会決議日   2026年５月７日 

(２) 契約締結日       2026年５月７日 

(３) 事業開始日       2026年６月１日(予定) 

 

 
５． 今後の見通し 
本件が 2026年 12月期連結業績に与える影響については現在精査中です。開示が必要になりました際は、速やかに公

表いたします。 

 
以上 
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